
昭
和
五
十
四
年
七
月
十
三
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

三
五
） 

答

弁

第

三

五

号 
   

衆
議
院
議
員
木
原
実
君
提
出
東
京
湾
岸
道
路
の
建
設
に
伴
う
公
害
防
止
対
策
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
七
第
三
五
号 

昭
和
五
十
四
年
七
月
十
三
日 

衆

議

院

議

長 
灘 

尾 

弘 

吉 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

大 

平 

正 

芳 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
木
原
実
君
提
出
東
京
湾
岸
道
路
の
建
設
に
伴
う
公
害
防
止
対
策
等
に
関
す
る
質
問
に 

対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

建
設
省
が
作
成
し
た
環
境
影
響
評
価
技
術
指
針(

案)

に
沿
つ
て
行
つ
た
東
関
東
自
動
車
道
の
環
境
予
測
の
結

果
、
建
設
省
に
お
い
て
は
、
遮し

や

音
壁
の
設
置
等
の
環
境
保
全
対
策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
生
活
環
境
が
保
全
で

き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
自
動
車
が
排
出
す
る
二
酸
化
窒
素
に
よ
る
大
気
汚
染
に
つ
い
て
は
、
大
気

汚
染
防
止
法
に
よ
る
自
動
車
排
出
ガ
ス
に
係
る
規
制
（
以
下
「
自
動
車
排
出
ガ
ス
規
制
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
改
善

さ
れ
る
も
の
と
予
測
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

建
設
省
は
、
東
京
湾
岸
道
路
の
建
設
に
際
し
、
沿
道
住
民
に
環
境
保
全
対
策
等
に
つ
い
て
十
分
説
明
し
て
き 



四
及
び
五
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

た
が
、
沿
道
住
民
が
公
害
紛
争
処
理
法
に
基
づ
き
千
葉
県
公
害
審
査
会
に
申
請
し
た
調
停
に
つ
い
て
も
、
誠
意

を
も
つ
て
対
処
し
て
い
る
。 

大
気
の
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
沿
道
住
民
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
二
酸
化

窒
素
の
日
平
均
値
の
測
定
期
間
中
に
お
け
る
平
均
値
は
、
〇
・
〇
三
二
ｐ
ｐ
ｍ
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

大
気
に
関
す
る
環
境
予
測
は
、
昭
和
六
十
年
に
お
け
る
二
酸
化
窒
素
の
年
平
均
値
に
つ
い
て
行
つ
た
も
の
で

あ
り
、
予
測
の
結
果
及
び
そ
の
予
測
の
基
礎
と
な
る
一
台
当
た
り
、
単
位
距
離
当
た
り
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量

に
つ
い
て
は
、
沿
道
住
民
に
説
明
し
て
い
る
。 

東
京
湾
岸
道
路
の
う
ち
、
一
般
国
道
三
百
五
十
七
号
の
御
指
摘
に
係
る
部
分
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六 

四 

 



九
に
つ
い
て 

八
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

十
に
つ
い
て 

日
本
音
響
学
会
式
は
、
現
時
点
に
お
い
て
得
ら
れ
て
い
る
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
客
観
的
な
予
測
が
で
き
る

手
法
で
あ
り
、
東
京
湾
岸
道
路
に
つ
い
て
も
、
そ
の
構
造
に
応
じ
、
適
正
に
予
測
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い 

る
。 

十
年
以
降
に
お
い
て
、
そ
の
必
要
性
を
含
め
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

当
該
区
間
に
つ
い
て
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
影
響
の
予
測
を
行
つ
た
結
果
、
建
設
省
に
お
い
て
は
、
自
動
車
排

出
ガ
ス
規
制
に
よ
り
生
活
環
境
が
保
全
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

二
酸
化
窒
素
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
準
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

五 

 



 

六 

習
志
野
料
金
所
に
つ
い
て
は
、
遮
音
築
堤
又
は
遮
音
壁
の
設
置
等
の
環
境
保
全
対
策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り

生
活
環
境
が
保
全
で
き
る
の
で
、
料
金
所
を
分
散
す
る
考
え
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




